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水田や耕作放棄地を再生可能エネルギーを生産する場として有効活用するGETシステムで
は、バイオメタンのエネルギー変換やシステム構築に関係する企業との連携や自治体への技
術展開を希望しています。
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世界の最重要作物であるイネにおいて出穂後にコ
メが実るためには，出穂後の光合成によって生じ
た同化産物に加えて，出穂前に茎葉部に蓄積され
ていたデンプンなど（非構造性炭水化物）が効率よ
く穂に転流されることが必要（下図参照）．

非構造性炭水化物の利用効率が低いと，コメの登
熟が低下すると言われている．また，穂のサイズが
大きい「飼料用米」品種などの多収品種では，非構
造性炭水化物への依存度が高い．

非構造性炭水化物の利用効率を上げ，多収品種の
収量性安定に貢献するため，
１）�出穂後の茎葉部におけるデンプン分解活性が高
い品種の選抜とその特性解明

２）�茎葉部でのデンプン分解の制御遺伝子の同定と
機能解析

を進めている．

コメの収穫後に茎葉部は「稲わら」となる．日本に
おいて稲わらは毎年約800万トンほども発生する
貴重なバイオマスであるが、その80％以上は水田
に放置され、翌年のコメ栽培までに土壌にすき込
まれている。

（利点）水田の土壌有機物として地力維持に貢献し
ている．
（欠点）水田を湛水することにより，温室効果ガス
のメタンの発生源となる．

＜発想の転換による稲わらを活用した水田での再
生可能エネルギー生産＞
休閑期水田や休耕田、耕作放棄地に稲わらを高密
度で投入し、畝状に土壌と混合する．
　→　畝を遮水シートで覆い，湛水する
　→　発生するメタンをシート内に捕集

「GETシステム」と命名し、技術を確立．
このように施工した発酵田により、夏期の発酵期
間90日で稲わら1kgから約300リットル、発酵田
1m2あたり最大で100リットル/日のバイオメタン
（メタン濃度：約60%）の生産が可能

2
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

14


